
自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
(
二
・

5

大

橋

芙

五

は
じ
め
に

一
戦
前
の
自
動
車
産
業
と
減
価
償
却

二
戦
後
の
自
動
車
産
業
の
概
況

コ
一
減
価
償
却
の
実
態

ω
量
産
体
制
へ
の
準
備
期

同
量
産
体
制
の
確
立
以
降
期
(
以
上
、
第
三
七
巻
一
号
所
載
)

四
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉

川
量
産
体
制
へ
の
準
備
期

川
量
産
体
制
の
確
立
以
降
期

五
自
動
車
産
業
の
合
理
化

ω
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
合
理
化

同
部
品
製
造
企
業
の
実
態

む
す
び
に
か
え
て
(
以
上
、
本
号
所
載
)

四

設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉

自
動
車
企
業
の
実
施
す
る
減
価
償
却
が
、
企
業
の
高
収
益
を
基
礎
と
し
て
、
わ
が
国
税
法
の
規
定
の
も
と
で
き
わ
め
て
短
期
に
加
速
度

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
つ
了
完
)

i¥. 
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1引当金 l選立金事|借入金 l社 計

47，800 A 6，000 64，220 729，739 

69，502 237，672 A 6，500 A 5，000 353，780 758，268 

35，852 197，047 A 12，500 A 5，000 836，000 1，171，065 

142，119 227，865 75，500 A 5，000 621，554 

196， 122 1，320，760 304，500 A 5，000 2，358，103 

122，590 289，934 47，500 A 32，500 766，830 

12，937 185，523 369，000 A 2，000 1，013，339 

97，867 179，115 342，500 A 2，000 1，126，971 

193，889 231，094 A115，000 9，500 753，621 

768，895 A 438，802 19，083 A 3，500 836，000 1，930，948 

31，055 644，691 310，372 A 3，500 1，819，547 

296，095 767，815 232，315 A 3，500 3，344，000 5，742，381 

65，315 931，794 401，587 A 3，500 2，690，530 

203，005 616，903 752，600 A 7，000 2，876，631 

59，662 568，440 666，880 A 7，000 2，959，894 

65， 154 862，294 716，160 215，000 3，837，326 

168，205 3，679，355 416，402 296，500 6，294.385 12，999，554 

"130，904 3，493，854 927，729 584，500 7，203，495 14，796，245 

資金源泉 I

である。 i減価償却」は償却資産に対する償却額であり，租税特別措置法にもとづく特別償

引当金，価格変動準備金，修緒引当金，海外市場開拓準備金の期末残高合計の純増加額であ

純増加額， i借入金」は借入額と返済額の差額， i社債」も発行額と償還額の差額の純増加

/¥ 
四

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
う
し
た
短
期
、
加
速
度
償

却
に
よ
る
過
大
な
償
却
は
、
費
用
の
拡

大
に
よ
っ
て
利
益
を
留
保
し
、
設
備
投

資
な
ど
の
た
め
の
資
金
を
創
出
す
る
機

能
を
は
た
す
。

し
た
が
っ
て
、
減
価
償
却
の
機
能
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
資
金
の
源

泉
と
運
用
と
い
う
視
点
か
ら
設
備
投
資

と
減
価
償
却
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
ト

ヨ
タ
白
工
、
日
産
自
動
車
の
状
況
に
つ

い
て
、
量
産
体
制
の
準
備
期
に
つ
い
て

は
第
四
表
と
第
四
表
さ
ら
に
量
産
体
制

の
確
立
期
以
降
に
つ
い
て
は
第
四
表
と

第
却
表
を
有
価
証
券
報
告
書
よ
り
作
成

す
る
。
こ
れ
ら
の
表
は
、
資
金
の
運
用
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1，295，334 

1，311，123 

1，671， 912 

1， 978， 718 
2，144，707 
2，717，571 

28 

31 

32 

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
ハ
ニ
・
完
)

項
目
と
し
て
、

「
設
備
投
資
」
と
「
投

資
」
を
あ
げ
、
源
泉
項
目
と
し
て
「
減

価
償
却
」
、
「
引
当
金
」
、
「
別
途
積
立
金

等
」
、
「
借
入
金
」
、
「
社
債
」
、
「
増
資
」

を
あ
げ
た
。

「
設
備
投
資
」
は
資
金
繰

実
績
表
に
表
示
さ
れ
た
設
備
費
で
あ

り
、
「
投
資
」
は
貸
借
対
照
表
で
の
「
投

資
そ
の
他
の
資
産
」
の
純
増
加
額
で
あ

る
。
調
泉
項
目
と
し
て
の
「
減
価
償
却
」

は
償
却
資
産
(
有
形
固
定
資
産
、
無
形

固
定
資
産
お
よ
び
繰
延
資
産
)
に
つ
い

て
計
上
さ
れ
た
減
価
償
却
費
で
あ
り
、

租
税
特
別
措
置
法
に
も
と
づ
く
特
別
償

却
ま
た
税
法
限
度
外
の
特
別
減
価
償
却

額
を
含
む
。
さ
ら
に
準
備
金
方
式
に
も

と
づ
く
益
金
繰
入
額
は
控
除
し
て
あ

「
引
当
金
」
は
各
表
に
注
記
し
た

る

八
五
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そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
計
上
さ
れ
た
引
当
金
の
期
末
残
高
合
計
の
純
増
加
額
で
あ
る
。

「
別
途
積
立
金
等
」
に
は
別
途
積
立
金
、
利
益
準
備

金
さ
ら
に
資
本
準
備
金
を
加
え
た
期
末
残
高
合
計
額
の
純
増
加
額
で
あ
る
。

「
借
入
金
」
は
借
入
額
と
返
済
額
の
差
額
、

「
社
債
」
に
つ

い
て
も
発
行
額
と
償
還
額
の
差
額
と
し
て
の
純
増
加
額
と
し
て
算
出
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
源
泉
額
と
運
用
額
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
額
は
正
確
に
一
致
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
資
金
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
日
産
自
動
車
の
よ
う
に
割
賦
販
売
に
と
も
な
う
売
掛
金
、
受
取
手
形
等
の
慣
権
の
増
減
、
ま
た
棚
卸
資
産
の

増
減
と
い
っ
た
流
動
資
産
に
つ
い
て
の
内
容
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

一
方
源
泉
に
つ
い
て
も
、
支
払
手
形
、
買
掛
金
な
ど
の
流
動
負
債
が

省
略
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
資
金
の
源
泉
と
運
用
と
い
う
視
点
か
ら
減
髄
償
却
と
設
備
投
資
の

基
本
的
な
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

川
量
産
体
制
へ
の
準
備
期

ωト
ヨ
タ
自
工

ト
ヨ
タ
自
工
の
設
備
投
資
と
資
金
の
源
泉
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
方
法
で
作
表
し
た
第
四
表
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
七
年
五
月
期
か
ら
昭

和
三
五
年
一
一
月
期
の
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
。
ト
ヨ
タ
自
主
の
戦
後
の
本
格
的
な
設
備
投
資
は
、
昭
和
二
六
年
か
ら
の
生
産
設
備

近
代
化
五
カ
年
計
画
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
ほ
と
ん
ど
設
備
投
資
が
行
な
わ
れ
ず
、
戦
後
の
第
一
次
の
資
産
再
評
価
さ
ら
に
企

業
再
建
整
備
法
に
基
づ
く
再
建
整
備
の
終
了
に
と
も
な
い
昭
和
二
六
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
設
備
の
近
代
化
が
実
施
さ
れ
た
。
ト
ヨ
タ

自
工
で
は
再
評
価
に
と
も
な
う
再
評
価
積
立
金
の
一
部
を
従
来
か
ら
の
損
失
金
の
補
填
に
充
て
て
、
さ
ら
に
資
本
に
組
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
企
業
の
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
そ
の
後
の
株
式
に
よ
る
資
本
調
達
を
進
め
る
基
礎
を
作
っ
た
。
増
資
に
よ
る
資
本
調
達
を
進
め
る
一



方
、
資
産
再
評
価
に
も
と
づ
く
減
価
償
却
費
の
拡
大
に
よ
っ
て
資
金
を
創
出
し
た
。
第
汀
表
に
よ
る
と
、
生
産
設
備
近
代
化
五
カ
年
計
画

で
は
増
資
、
減
価
償
却
等
に
よ
る
自
己
資
金
が
全
体
の
五
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。
自
己
資
金
の
確
保
に
加
え
て
、
対
日

援
助
見
返
資
金
、
日
本
開
発
銀
行
借
入
金
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
借
入
金
と
い
っ
た
政
府
関
係
金
融
機
関
か
ら
の
低
利
の
資
金
が
多
額
に

導
入
さ
れ
た
。
第
四
表
に
よ
っ
て
も
、
昭
和
二
七
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
は
、
減
価
償
却
、
増
資
に
加
え
て
借
入
金
が
重
要
な
役
割
を

は
た
し
て
い
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
後
の
昭
和
三
一
年
か
ら
昭
和
三
五
年
の
設
備
投
資
は
、
三
五
年
頃
か
ら
展
開
さ
れ
る
急
速
な
拡
大
の
準
備
段
階
で
あ
る
が
、
高
水

達
め
一

D
一

謂
礼
一
昨
一

金
ベ
一
∞
一

資
は
一
ル
一

酌
制
一
甑
一

計
佃
一
金
一

年カ五レい代近備設産生第17表

20，000 
750，000 

1，600，000 

218，000 

lMO 
3，428，769 

i合計 !日2，769)

i主 『トヨタ自動車30年史」トヨタ自動車工業， 342 

ページ。

資金調達源泉

対日援助見返資金

日本開発銀行借入金

日本長期信用銀行借入金

市中銀行借入金

社 債

自己資金

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
つ
了
{
一
苅
)

準
の
設
備
投
資
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
関
連
子
会
社
等
に
対
す
る
投
資
が
拡
大
し
て

き
た
。
こ
れ
は
後
に
指
摘
す
る
政
府
と
一
体
と
な
っ
た
自
動
車
部
品
工
業
の
合
理
化
が

展
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
時
期
の
資
金
の
源
泉
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
限
度
外

の
特
別
償
却
の
利
用
に
よ
る
減
価
償
却
、
さ
ら
に
別
途
積
立
金
等
が
多
額
に
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
設
備
近
代
化
五
カ
年
計
画
以
降
、
ト
ヨ
タ
自
工
で
は
利
益
留
保
を
中

心
と
す
る
自
己
資
金
が
多
額
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
高
収
益
を
背
景
に
昭
和
三
二

年
、
一
一
一
五
年
に
は
大
幅
な
増
資
に
よ
っ
て
資
金
を
確
保
し
た
。

昭
和
二
九
年
五
月
か
ら
三
五
年
一
一
月
ま
で
の
第
二
段
階
を
通
し
て
、
設
備
投
資
と

投
資
の
合
計
に
対
す
る
減
価
償
却
と
別
途
積
立
金
等
に
よ
る
資
本
調
達
額
の
割
合
は
七

。
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
。
ト
ヨ
タ
自
工
で
は
昭
和
二
六
年
か
ら
の
政
府
金
融
機
関

か
ら
の
融
資
お
よ
び
資
産
再
評
価
に
よ
る
自
己
資
金
の
確
保
に
よ
っ
て
高
収
益
を
実
現

八
七
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150，672 I 

94，318 I 108，612 I 32，520 

336， 832 I 120， 729 I 682， 724 I 

111，883 I 113，039 I 1，274，920 I 

216，874 I 2，必8，899 I A 871， 180 

149， 563 . 193，304 I 1， 553， 860 

82，419 116，093 1，644，100 

248，140 116，883. 1，685，658 

354，426 I 179，261 I 1， 175， 912 

A 57，916 30， 613 Iム 299，665

16，968 A 74， 343 I 2，707， 515 I 

366，747! 629，317 I 2，110，581! 

341， 221 I 573， 761 I 2， 473， 761 

21， 106 I 304，070 I 1，734，319 I A 10， 500 

59， 313 I 370， 428 I A 859， 284 I 489， 500 

! A 3， 281 I 533， 981 i 542， 055 ' 274， 500 

380，378 I 38，432 I 2，577，435 I 274，500 

I 795，240 I 999.197 I 2，973，344 I 574，5∞ 
L一一一一一一一一一一一一一 l 一一一一一一…」 一一一一一一一
ついては第16表に同じ。 r引当金」は，退職手当ヲi当念，主主倒引当金，価格亥動準備金，特

計合資土債社借入金引当金
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2，100，000 

八
八

す
る
た
め
の
企
業
基
盤
を
形
成
し
た
が
、
さ

ら
に
昭
和
三
六
年
以
降
の
拡
大
は
よ
り
急
速

に
展
開
さ
れ
る
。
ト
ヨ
タ
白
工
の
そ
の
後
の

状
況
を
検
討
す
る
ま
え
に
、
日
産
自
動
車
の

状
況
を
分
析
し
て
お
こ
う
。

州
刊
日
産
自
動
車

日
産
自
動
車
で
は
、
ト
ヨ
タ
白
工
と
ほ
ぼ

同
時
期
の
昭
和
二
八
年
頃
よ
り
大
幅
な
設
備

投
資
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ト
ヨ
タ
自

エ
と
比
較
し
て
、
相
対
的
に
そ
の
規
模
は
小

さ
か
っ
た
。
第
四
表
に
よ
る
と
昭
和
二
七
年

よ
り
昭
和
三
五
年
ま
で
の
日
産
自
動
車
の
設

備
投
資
額
は
一
七
九
億
円
で
あ
っ
た
が
、
ト

ヨ
タ
白
工
で
は
第
四
表
に
よ
る
と
、
一
二
六
七

億
円
も
の
設
備
投
資
が
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
設
備
投
資
の
た
め
の
資
金
調
泉



表第

減価償却十
』

-当日
h. 
日資投設備資金期算決

27年 3月 31，605 208，852 

9 20，824 151，406 298，406 

28 3 10，606 311，997 199，265 

9 371，194 7，080 378，274 196，278 

臥似i29 3 同 7351
125，869 359，351 

9 526，453 58，027 584，480 389，683 

413，536 30 3 ~~2， 844 I 293，968 746，812 

9 664，628 104，532 769， 160 455，106 

31 3 550，045 137，110 687， 155 498，094 

9 932，716 499，416 1，432，132 616，991 

32 3 1，158，274 1，027，348 2，185，622 504，498 

9 483，561 2，194，851 750， 130 

33 3 1，343，001 191，059 1，534，060 634，461 

9 1，648，156 167，909 1，816，065 1，120，086 

34 3 954，995 370，423 584，572 1， 025， 845 

9 1，316，460 36，256 1，280，204 1，361，972 

35 3 293，849 2，594，209 1， 391， 498 

9 3，013，045 432，698 3，445，743 1，624，233 

(1) 1"設備投資J，1"投資j，1"減価償却j，I別途積立金等j，I借入金j，I社債Jの算出に

別開発準備金の期末残高合計の純増加額である。

(2) W有価証券報告書』より作表。

昭和

注

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)

を
第
四
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
減
価
償
却
、

別
途
積
立
金
等
に
よ
る
資
金
の
確
保
と
な
ら

ん
で
借
入
金
に
よ
る
資
金
調
達
が
重
要
な
役

割
を
は
た
し
て
い
る
。
日
産
自
動
車
で
は
、

ト
ヨ
タ
自
工
と
異
な
り
、
自
動
車
の
販
売
活

動
を
そ
の
営
業
に
含
ん
で
い
る
た
め
、
第
四

表
に
は
現
わ
れ
な
い
流
動
資
産
な
か
で
も
売

掛
金
、
受
取
手
形
の
増
大
の
た
め
に
多
額
な

資
金
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
第
四

表
で
の
資
金
源
泉
項
目
が
運
用
項
目
を
大
幅

に
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を

考
慮
に
い
れ
る
と
、
ト
ヨ
タ
自
工
と
同
様

に
、
戦
後
い
ち
は
や
く
政
府
関
係
の
金
融
機

聞
か
ら
の
借
入
金
、
さ
ら
に
資
産
再
評
価
に

よ
る
企
業
基
盤
の
形
成
を
基
礎
に
し
た
増
資

に
よ
っ
て
大
幅
な
設
備
投
資
を
実
施
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
、

/¥ 
九



立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
二
号
(
一
九
八
三
年
)

九
Q 

減
価
償
却
、
別
途
積
立
金
等
に
よ
る
資
金
の
確
保
に
加
え
て
、
借
入
金
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

昭
和
二
九
年
三
月
か
ら
三
五
年
九
月
ま
で
の
第
二
段
階
を
み
る
と
、
日
産
自
動
車
で
は
設
備
投
資
、
関
連
会
社
等
へ
の
投
資
額
の
合
計

は
第
四
表
の
資
金
調
達
項
目
の
玉

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
も
ト
ヨ
タ
自
工
に
比
較
し
て
借
入

金
が
大
き
な
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
量
産
体
制
へ
の
準
備
期
の
設
備
投
資
と
そ
の
源
泉
を
分
析
し
て
く
る
と
、
戦
後
の
資
産
再
評
価
に
よ
る

企
業
基
盤
の
形
成
お
よ
び
政
府
関
係
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
を
基
礎
と
し
て
、
先
行
的
に
設
備
投
資
が
実
施
さ
れ
、
高
収
益
体
制
を
確

立
し
て
い
く
と
と
も
に
、
日
産
自
動
車
の
よ
う
に
借
入
金
を
テ
コ
と
し
て
、
銀
行
資
本
と
一
体
と
な
っ
た
資
金
確
保
の
体
制
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ぎ
に
、
量
一
産
体
制
が
確
立
さ
れ
る
昭
和
三
六
年
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
分
析
を
す
す
め
よ
う
。

川
量
産
体
制
の
確
立
以
降
期

仰
ト
ヨ
タ
自
工

昭
和
三
六
年
五
月
か
ら
昭
和
四
五
年
一
一
月
の
第
三
段
階
の
ト
ヨ
タ
自
工
の
資
金
の
源
泉
と
運
用
に
つ
い
て
、
第
四
表
に
よ
っ
て
検
討

す
る
。
第
四
表
に
よ
る
と
こ
の
時
期
に
き
わ
め
て
大
幅
な
設
備
投
資
が
継
続
さ
れ
た
。
昭
和
三
六
年
頃
に
は
、
す
で
に
半
年
に
一

O
O億

円
近
い
設
備
投
資
が
な
さ
れ
、
昭
和
三
八
年
五
月
期
頃
に
は
一
時
的
に
低
下
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
は
た
え
ず
増
加
し
て
、
昭
和
四

O

年
一
一
月
期
に
は
一
七

O
億
円
以
上
も
の
設
備
投
資
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
一
年
頃
か
ら
昭
和
四
五
年
に
か
け
て
は
設
備
投
資

が
急
速
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

一
方
関
連
会
社
等
へ
の
投
資
は
、
全
体
で
設
備
投
資
額
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
で
あ
っ
て
低
い
水
準

に
あ
っ
た
。



以
上
の
設
備
投
資
の
た
め
の
資
金
源
泉
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
三
六
年
か
ら
四

O
年
ま
で
の
時
期
と
、
昭
和
四
一
年
か
ら
四
五
年
ま

で
の
時
期
で
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
四

O
年
ま
で
の
時
期
で
は
す
で
に
指
摘
し
た
減
価
償
却
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
こ
の
時
期
の
設
備
投
資
額
の
六
一
一
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
資
金
源
泉
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
借
入
金
さ
ら
に
増
資
に
よ
る
資
本
調

達
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
四
一
年
以
降
の
状
況
を
み
る
と
、
借
入
金
は
返
済
額
が
借
入
額
を
上
回
り

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
増
資
に
よ
る
資
本
調
達
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
企
業
外
部
か
ら
の
資
本
調
達
が
な
さ

れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
昭
和
四
一
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
は
設
備
投
資
が
戦
後
も
っ
と
も
急
速
に
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
金
源
泉

は
、
す
で
に
指
摘
し
た
税
法
の
耐
用
年
数
の
短
縮
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
償
却
に
よ
っ
て
減
価
償
却
を
拡
大
し
て
き
た
こ
と
に

加
え
て
、
別
途
積
立
金
等
さ
ら
に
引
当
金
に
よ
る
利
益
留
保
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
退
職
給
与
引
当
金
、
海
外
市
場
開

拓
準
備
金
な
ど
の
税
法
に
も
と
づ
く
引
当
金
の
計
上
と
と
も
に
、
税
法
限
度
外
の
開
発
引
当
金
ま
で
も
が
計
上
さ
れ
、
全
体
で
ニ
コ
一
三
億

円
も
の
資
金
を
確
保
し
た
。
さ
ら
に
第
四
表
の
別
途
積
立
金
等
で
は
大
部
分
が
別
途
積
立
金
と
し
て
計
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
全
体
で

八
八
五
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
四
一
年
か
ら
四
五
年
の
聞
の
設
備
投
資
額
三
、
六
七
一
億
円
の
う
ち
、
減
価
償
却
、
引

当
金
、
別
途
積
立
金
等
に
よ
っ
て
八
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
三
、

O
五
一
億
円
も
の
資
金
が
調
達
さ
れ
た
。
ト
ヨ
タ
自
工
で
は
、

第
三
段
階
の
急
成
長
期
に
あ
っ
て
、

前
半
に
は
、

借
入
金
、

増
資
に
よ
る
調
達
に
依
存
し
な
が
ら
も
後
半
期
に
は
、

一
層
急
速
な
拡
大

が
、
内
部
資
金
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

さ
ら
に
、
第
四
段
階
の
状
況
を
み
る
と
、
従
来
の
よ
う
に
、
た
え
ず
設
備
投
資
が
拡
大
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
設
備
投
資
が
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
四
七
年
に
は
従
来
の
水
準
の
半
分
に
ま
で
設
備
投
資
が
縮
小
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
従
来
、
増
大
し

つ
づ
け
て
き
た
減
価
償
却
額
は
縮
小
傾
向
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ト
ヨ
タ
自
工
の
高
収
益
性
は
な
お
維
持
さ
れ
て
お
り
、
引
当
金
、

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
〈
ニ
・
完
)

九
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資

10，528 

1。ム A jUo 日目司

1，523 2，450 1，562 
700 2，750 724 
389 2，860 1， 165 

1， 145 2，850 ム 924 
1，462 3，350 A 6，060 A 

5，227 3，500 A 3，697 A 

3，674 6，000 519 
£与 540 

243 10，053 A 1，215 
2，315 10，000 A 3，252 
1，900 12，500 A 430 
2，15ヲ 15， 195 489 ム

3，247 18，051 a‘ 468 

1，711 1，758 58，315 
3，756 14，194 A 1，643 1，037 57，993 
3，262 15，708 A 5，936 A 1，035 47，815 
2，648 ' 21，000 A 1，178 A 1，648 69，890 

46，321 A 1，032 A 1，832 90，508 
2，874 29， 727 A 284 A 788 61， 522 
5，432 23， 167 ム 601 A 1，468 60，280 

A 4，151 5， 610 ム 231 A 1，728 i 39，289 

5，476 8，000 A 41 A 2，776 48，030 
8，333 46，589 A 82 A 3，728 22，834 136，347 
4，843 116，183 4込 39 A 4，300 37，475 209，973 
13，658 88，816 A 4， 152 44 166，218 
12，764 93，415 188，543 
9，879 107，752 32.554 249，487 
7，791 112，052 237，708 

9， 783 
19，668 
8， 186 
12，735 
11，371 
25，052 
11.525 

4
4
A
 

守
よnJ

“
 

，
 

n
U
 

噌

E
ム

増{責

1，863 
346 
387 
378 
365 
601 
587 

社

2，263 
1，306 
1，080 
5，245 
1，794 
3，506 

983 

借入金

1，860 
3，038 
1，940 
1，980 
1，980 
2，040 

305 

資金源泉 E

230 I 
366 I 
263 
380 
689 
632 
182 

引当金

ついては第四表に同じ。 i引当金」は，退職給与引当金，貸倒引当金，価格変動準備金，修

金，万国博出展準備金， トヨタ財団引当金，製品保証引当金の期末残高合計の純増加額であ
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九
四

別
途
積
立
金
に
よ
る
利
益
留
保
額
は
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
四
七
年
一
一
月
期
に
は
増
資
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も

な
う
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得
を
実
現
し
た
。
第
四
段
階
の
別
途
積
立
金
等
に
は
資
本
準
備
金
の
増
加
額
が
一
三
六
億
円
あ
ま
り
で
あ
る

と
は
い
え
合
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
四
段
階
で
は
全
体
と
し
て
は
減
価
償
却
一
一
、
七
一
三
億
円
、
別
途
積
立
金
一
、
六
八
四
億
円
、

引
当
金
三
九
三
億
円
と
な
っ
て
お
り
内
部
資
金
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
内
部
資
金
の
高
水
準
の
も
と
で
、
高
度
経
済

成
長
期
の
終
了
に
と
も
な
う
設
備
投
資
の
縮
小
に
対
応
し
て
、
関
連
会
社
等
に
対
す
る
投
資
額
が
増
大
し
た
。
と
く
に
設
備
投
資
が
縮
小

し
た
昭
和
四
七
年
、
四
八
年
に
は
、
投
資
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
囚
九
年
頃
に
は
設
備
投
資
の
回
復
に
と
も
な

い
投
資
額
が
縮
小
し
て
い
る
。
第
四
段
階
の
状
況
を
み
る
と
全
体
と
し
て
設
備
投
資
の
縮
小
心
つ
れ
て
減
価
償
却
は
減
少
し
た
と
は
い

ぇ
、
内
部
資
金
の
確
保
は
高
水
準
を
維
持
し
、
設
備
投
資
の
縮
小
に
対
応
し
て
関
連
会
社
へ
の
投
資
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
借
入
金
お
よ
び
社
債
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
負
債
に
よ
る
資
本
の
調
達
は
基
本
的
に
は
行

な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
石
油
危
機
以
降
の
昭
和
五

O
年
か
ら
五
六
年
ま
で
の
状
況
を
分
析
す
る
と
、
以
上
の
第
四
段
階
の
状
況
が
継
続
、
発
展
し
て

き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
は
昭
和
五

C
年
、
五
一
年
に
は
再
び
大
幅
に
縮
小
し
、
減
価
償
却
は
第
四
段
階
の
縮

小
か
ら
引
続
い
て
横
ば
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
別
途
積
立
金
等
に
よ
る
資
金
の
確
保
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
第
五
段

階
の
減
価
償
却
は
合
計
五
、
一
二
二

O
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
別
途
積
立
金
等
は
合
計
五
、
七
二
八
億
円
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
の
別

途
積
立
金
等
に
よ
る
資
金
の
確
保
は
、
大
部
分
は
別
途
積
立
金
に
よ
る
利
益
留
保
額
で
あ
る
と
は
い
え
、
昭
和
五
一
年
、
五
二
年
、
五
五

年
と
た
び
か
さ
な
る
増
資
に
と
ら
な
う
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得
に
よ
る
資
本
準
備
金
の
増
加
額
五
六
一
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
指
摘
し
た
ト
ヨ
タ
自
工
の
こ
の
段
階
で
の
収
益
性
の
相
対
的
な
憧
下
を
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
揮
に



よ
っ
て
補
完
し
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
引
当
金
に
つ
い
て
も
高
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
別
途
積
立
金
、
資
本
準
備
金
、

引
当
金
に
よ
っ
て
減
価
償
却
の
縮
小
を
補
っ
て
、
内
部
資
金
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
資
金
の
確
保
の
も
と
で
、
設
備
投
資
が
縮
小
し
た
の
に
対
応
し
て
、
昭
和
五
一
年
、
五
六
年
に
は
関
連
会
社
へ
の
投
資
が
拡

大
し
た
。

内
部
資
金
に
よ
る
設
備
投
資
、
関
連
会
社
等
へ
の
投
資
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
借
入
金
の
返
済
お
よ
び
社
債
の
償
還
は
、
昭
和
五
三

年
頃
に
は
終
了
し
て
い
る
。

制
日
産
自
動
車

沼
産
自
動
車
の
第
三
段
階
の
資
金
の
源
泉
と
運
用
に
つ
い
て
第
却
表
に
よ
っ
て
分
析
し
よ
う
。
ま
ず
設
備
投
資
の
動
向
を
み
る
と
、
昭

和
三
九
年
、
四
一
年
、
四
五
年
の
よ
う
に
一
時
的
な
落
ち
込
み
は
あ
る
も
の
の
、
設
備
投
資
額
が
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
前
述
の
ト
ヨ
タ
自
工
と
比
較
す
る
と
、
と
く
に
昭
和
四
一
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
時
期
の
設
備
投
資
額
が
相
対
的
に
低
い
水
準
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
日
産
自
動
車
の
第
三
段
階
の
後
半
期
の
設
備
投
資
が
低
水
準
で
あ
っ
た
の
に
対
応
し
て
、
日
産
自
動
車

で
は
、
こ
の
時
期
に
関
連
子
会
社
等
へ
の
投
資
が
多
額
に
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
資
金
源
泉
の
状
泌
を
み
る
と
、
昭
和
一
一
一
六
年
か
ら
四

O
年

ま
で
の
前
半
期
に
は
借
入
金
九

O
五
億
円
、
減
価
償
却
六
三
二
億
円
と
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
増
資
に
よ
っ
て
三

O
三
億
円

の
資
金
が
調
達
さ
れ
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
法
人
税
法
の
耐
周
年
数
の
短
縮
、
租
税
特
別
措
置
法
の
特
別
償
却
さ
ら
に
法
定
限
度
外
の
特

別
償
却
の
計
上
に
よ
っ
て
高
率
な
償
却
を
行
い
減
価
償
却
費
を
拡
大
し
た
。
こ
の
時
期
の
設
備
投
資
額
は
全
体
で
一
、

O
六
九
億
で
あ

り
、
減
価
償
却
に
よ
っ
て
五
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
調
達
し
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
銀
行
か
ら
の
借
入
金
、
増
資
に
よ
る
資
本
調
達
に

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
。
了
完
)

九
五
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(単位 100万円〉

引当金|製品|借入金|社 計

863 3，340 1，083 1，574 15，349 
564 1，339 5，025 559 10，897 

A 208 1，489 4，646 700 5，509 17，315 
210 1，610 108，， O72 "" 58 17，835 
766 1，947 632 338 6，607 24，874 
492 1，980 8，294 586 11，813 32002， 701 
271 

1222，， ， ， 918 
10，233 612 165 

1，330 070 12，989 497 244，， 785 
664 065 13，689 511 24.951 
161 070 15，864 706 28，102 

1，241 2，070 2，491 1，898 17，432 
3，196 8，442 "" 7，789 739 14，064 
265 2，280 2，544 715 16，299 

1，596 2，800 9，369 3，336 27，959 
976 3，860 17，627 1，984 36，908 

1，167 4，320 36，098 730 58，414 
1，346 4，860 31，676 3，322 30，616 
1，407 4，820 25，839 1，308 52，318 
2，084 5，320 23，400 918 52，114 
2，219 1 7，320 25，656 2，168 58，031 

1，679 14，740 24，367 12，776 78，174 
1，177 9，076 4，530 745 42，895 
1，647 11，342 A13， 359 A 1，502 26，205 
5，248 11，906 ""11，728 "" 1，671 26，220 
1，490 34，271 企16，349 2，877 21，000 68，563 

A 831 18，799 ぬ25，590 13，276 30，596 
597 19，715 10，976 A 1，756 56，306 

3，331 9，905 41，648 A 3，688 75，547 

7，249 3，462 34，604 1，264 72，725 
141，， 596 5，443 A15，544 A 4，736 43，491 

583 52，810 AA445， ，074 ム 3，180 25，480 81，487 
5，232 68，470 988 "" 3，836 121，509 
14，401 96，492 "'27，217 "" 1，640 38，250 185，886 
12，643 0520，， 354 "'46，334 "'13，977 82，828 
21，074 102，036 A10， 918 ... 521 34，450 231，221 

資金源泉E

ついては第16表に同じ。 i引当金」については，退職手当引当金，貸倒引当金，価格変動準

金，沖縄海洋博出展準備金，製品保証引当金，為替損失準備金の期末残高合計の純増加額で

九
ノ、



日産自動車の設備投資と

決算期 i設備資金|投

昭和36年3月 4，800 2，113 6，914 2，157 
9 7，738 632 8，371 3，409 

37 3 8，644 1，072 9，716 5，177 
9 11，452 755 12，208 6，000 

38 3 6，761 2，632 9，394 6，581 
9 15，715 3，385 19，100 7，535 

39 3 2，041 5，094 7，136 7， 130 
9 16，331 2，994 19，326 7，898 

40 3 13，668 4，371 18，040 : 8，021 
9 19，717 6，594 26，311 9，299 

41 3 10，385 i ム 2，660 7，724 9，730 
9 4，832 10，182 15，014 9，475 

42 3 10，041 5，029 15，070 10，494 
9 11，902 7，174 19，076 10，857 

43 3 23，727 8，275 32，002 12，460 
9 27，132 i 9，384 : 36，516 16，098 

44 3 9，860 33，591 17，911 
9 19，748 8，857 18，944 

45 3 21，032 17，864 38，896. 20，391 
9 22，017 12，226 34，243 20，667 

46 3 37，237 44，489 24，612 
9 32，814 5，445 38，259 27，367 

47 3 23，783 17，063 40，846 28，077 
9 20，893 19，106 39，999 22，465 

48 3 34，590 9，464 44，054 25，274 
9 36， 755 49，171 24，942 

49 3 43，964 4，165 48， 129 26，774 
9 39，299 15，632 54，931 24，351 

50 3 28，567 14，506 43，073 26， 146 
51 3 33，564 40，149 73，713 46，732 
52 3 50，375 22，349 72，724 46，868 
53 3 80，812 27，638 108，450 56，631 
54 3 90，858 37，979 128，837 65，600 
55 3 92，342 26，296 118，638 80，142 
56 3 100，351 73，987 174，338 85，100 

第20表

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
つ
了
完
〉

(1) r設備投資J.i投資ム「減価償却J.i別途積立金等J.i借入金J.i社債」の算出に

備金，特別開発準備金，海外市場開拓準備金，海外投資損失準備金，万国博出展準備

ある。

(2) ~有価証券報告書』より作表。

注

九
七
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よ
9

て
設
備
投
資
お
よ
び
関
連
会
社
等
へ
の
投
資
を
行
っ
た
。

つ
ぎ
に
昭
和
四
一
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
後
半
期
の
状
況
を
み
る
と
、
日
産
自
動
車
の
高
収
片
品
性
の
確
立
に
と
も
な
い
内
部
資
金
の
割

合
が
増
大
じ
で
き
て
い
る
。
日
産
自
動
車
で
は
、
昭
和
四
一
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
減
価
償
却
一
、
四
七

O
億
円
、
引
当
金
一
五
五
億

円
、
別
途
積
立
金
等
四
六
一
億
円
で
合
計
二
、
。
八
六
億
円
の
資
金
を
確
保
し
た
。
減
価
償
却
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
高
率
な
償

却
の
実
施
に
よ
っ
て
資
金
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
貸
倒
準
備
金
、
海
外
市
場
開
拓
準
備
金
、
退
職
手
当
引
当
金
、
価
格
変
動
準
備
金
さ

九
八

ら
じ
は
税
法
限
度
外
の
特
別
開
発
準
備
金
な
ど
の
計
上
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
は
多
額
な
資
金
を
確
保
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ

の
時
期
の
別
途
積
立
金
等
の
状
況
を
み
る
と
、
大
部
分
は
別
途
積
立
金
に
よ
っ
て
利
益
留
保
が
な
さ
れ
た
額
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
期
間
の
設
備
投
資
額
は
一
、
七
四
五
億
円
で
あ
り
、
減
価
償
却
、
引
当
金
、
別
途
積
立
金
等
に
よ
る
内
部
資
金
額
は
、
こ

れ
を
三
一
四
一
億
円
も
上
回
る
額
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
期
間
に
は
関
連
子
会
社
等
へ
の
投
資
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た
た
め
、

資
金
の
調
達
に
お
い
て
借
入
金
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。
こ
の
期
間
に
、
借
入
金
に
よ
っ
て
、
前
述
の
内
部
資
金
額
と
ほ
ぼ
同
額
の

て
?
六
点
九
憶
円
も
の
額
を
調
達
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
六
年
三
月
か
ら
四
九
年
九
月
ま
で
の
第
四
段
階
の
状
況
を
み
る
と
、
昭
和
四
七
年
頃
の
設
備
投
資
の
大
幅
な
縮
小
の

後
は
、
回
復
し
て
ゆ
る
や
か
な
増
大
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
関
連
会
社
等
へ
の
投
資
は
高
水
準
に
維
持
し
て
き

た
。
昭
和
四
六
年
以
降
は
設
備
投
資
が
横
ば
い
な
い
し
、
ゆ
る
や
か
な
増
大
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
関
連
子
会
社
等
へ
の
投
資
の
水

準
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
段
階
で
は
設
備
投
資
額
合
計
二
、
六
九
三
億
円
に
対
し
て
、
そ
の
三

三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
九

O
五
億
円
も
の
投
資
が
な
き
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
第
四
段
階
の
以
上
の
よ
う
な
資
金
運
用
の
変
化
と
と
も
に
、
資
金
の
源
泉
の
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
ま
ず



内
部
資
金
に
つ
い
て
み
る
と
、
減
価
償
却
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
設
備
投
資
の
横
ば
い
傾
向
に
対
応
し
て
、
横
ぱ
い
に
推
移
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
減
価
償
却
が
-
設
備
投
資
に
占
め
る
割
合
は
、
第
四
段
階
を
通
し
て
、
七
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。
さ

ら
に
、
日
産
自
動
車
の
高
収
益
体
制
の
も
と
で
別
途
積
立
金
等
に
よ
っ
て
て
二
九
六
億
円
も
調
達
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
別
途
積
立
金

等
に
は
別
途
積
立
金
に
よ
る
内
部
留
保
額
九
八

O
億
円
に
対
し
て
、
増
資
に
と
も
な
う
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得
に
よ
る
資
本
準
備
金
の

増
加
は
ニ

O
六
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
退
職
手
当
引
当
金
を
中
心
と
す
る
引
当
金
に
よ
っ
て
一
西
三
億
を
確
保
し
た
。
こ
れ
ら
の

減
価
償
却
、
別
途
積
立
金
等
、
引
当
金
に
よ
っ
て
、
設
備
投
資
額
と
投
資
額
を
ほ
ぼ
ま
か
な
っ
た
。

内
部
資
金
の
比
重
の
増
大
に
対
応
し
て
、
借
入
金
、
社
債
の
外
部
資
金
は
著
し
く
縮
小
し
た
。
借
入
金
は
昭
和
四
七
年
、
四
八
年
に
は

大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
返
済
が
積
極
的
に
な
さ
れ
た
。

以
上
の
第
四
段
階
の
傾
向
は
、
い
わ
ゆ
る
石
油
危
機
以
降
の
第
五
段
階
に
は
よ
り
顕
著
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
の
落
ち
込

み
に
反
し
て
大
幅
な
関
連
子
会
社
等
へ
の
投
資
の
増
大
が
進
ん
で
い
る
。
昭
和
五

O
年
か
ら
五
六
年
間
の
設
備
投
資
合
計
四
、
七
六
九
億

円
に
対
し
て
一
一
、
四
二
九
億
円
も
の
投
資
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
の
資
金
源
泉
は
、
第
五
段
階
を
通
し
て
減
価
償
却
に
よ
っ
て
四
、

O
七
二
億
円
が
確
保
さ
れ
た
の
に
加
え
て
、
別
途
積
立
金
等
三
、
七
九
一
億
円
も
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
引
当
金
も
拡
大
し
七
六
八
億
円
に

も
達
し
た
。
別
途
積
立
金
等
の
状
況
を
み
る
と
、
別
途
積
立
金
一
一
、
八
三

O
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
資
本
準
備
金
の
増
加
額
が
九

O

二
億
円
に
も
達
し
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得
に
と
も
な
う
利
益
留
保
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
資
本
準
備
金
の
増
大
は
、

昭
和
五
二
年
、
玉
四
年
の
大
幅
な
増
資
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
内
部
資
金
の
充
実
に
対
応
し
て

借
入
金
の
返
済
、
社
債
の
償
還
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
、
第
却
表
で
は
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
は
、
戦
後
ま
も
な
い
量
産
体
制
の
準
備
期
に
は
、
資
産
再
評
価
等
に
よ
る
企
業
基
盤
の
形
成
、
さ
ら
に
国

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
つ
了
完
)

九
九



立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
二
号
(
一
九
八
三
年
〉

一O
O

家
資
金
の
導
入
に
よ
っ
て
、
先
行
的
な
設
備
投
資
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
拡
大
に
続
い
て
、
貿
易
の
自
由
化
に
対
応
し
て
国
家
と
企
業

が
一
体
と
な
っ
て
量
産
体
制
を
確
立
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
自
動
化
、
集
中
管
理
に
よ
る
専
用
工
場
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ
、
大
幅
な

設
備
投
資
が
実
施
さ
れ
た
。
設
備
資
産
の
拡
大
に
と
っ
て
、
量
産
体
制
の
も
と
で
の
高
収
益
を
基
礎
に
制
度
的
に
保
証
さ
れ
た
普
通
償

却
、
租
税
特
別
措
置
に
も
と
づ
く
特
別
償
却
、
税
法
限
度
外
の
特
別
減
価
償
却
の
計
上
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
資
金
が
重
要
な
役
割
を
は

た
し
た
。
設
備
資
産
の
急
速
な
拡
大
の
な
か
で
、
短
期
、
加
速
度
償
却
が
実
施
さ
れ
、
減
価
償
却
に
よ
る
資
金
の
創
出
を
拡
大
し
た
。
こ

の
拡
大
し
た
資
金
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
設
備
投
資
が
実
現
さ
れ
て
き
た
。
減
価
償
却
資
金
の
即
時
的
な
再
投
下
に
よ
る
継
続
的
な
設

備
投
資
の
拡
九
時
、
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
で
は
、
わ
が
国
経
済
の
高
度
成
長
期
に
実
現
さ
れ
た
。
減
価
償
却
に
よ
る
自
己
資
金
の

拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
量
産
体
制
の
準
備
段
階
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
借
入
金
は
次
第
に
縮
小
し
、
例
え
ば
ト
ヨ
タ
自
工
で
は

昭
和
四
一
年
よ
り
返
済
額
が
借
入
額
を
上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
済
成
長
率
が
低
下
す
る
の
に
し
た
が
っ
て
、
設
備
投
資

は
縮
小
せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
減
価
償
却
に
よ
る
資
金
の
創
出
は
低
下
す
る
。
と
く
に
昭
和
四
八
年
以
降
の
状
況
を
み
る
と
、
設
備
投
資

の
鈍
化
に
よ
っ
て
減
価
償
却
資
金
は
大
幅
に
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
の
高
度
経
済
成
長
期
で
の
償
却
資
金
に
よ
る
拡
大
の
パ
タ

i
ン
は
破
綻
し
、
減
価
償
却
以
外
の
方
法
に
よ
る
利
益
留
保
政
策
に
よ
る
資
金
の
確
保
が
増
大
し
た
。
す
な
わ
ち
引
当
金
、
別
途
積
立
金

に
よ
る
資
金
の
創
出
を
拡
大
さ
せ
、
こ
う
し
た
資
金
に
も
と
づ
い
て
、
関
連
子
会
社
等
へ
の
投
資
、
融
資
を
展
開
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
き

高
収
益
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
相
対
的
な
収
益
性
の
低
下
に
対
応
し
て
、
増
資
に
と
も
な
う
多
額
な
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得
に
よ
っ

て
こ
れ
を
補
填
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
で
の
減
価
償
却
に
よ
る
設
備
資
産
の
拡
大
と
い
う
企
業
の
資
本
蓄
積
の
構
造
は
、
経
済
成
長
の

低
下
の
も
と
で
の
設
備
投
資
の
縮
小
に
と
も
な
っ
て
関
連
子
会
社
か
ら
の
投
資
利
益
お
よ
び
一
般
株
主
か
ら
の
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得

に
よ
る
蓄
積
の
比
重
を
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



以
上
の
よ
う
に
、

ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
資
金
の
源
泉
と
運
用
と
い
う
視
角
か
ら
減
価
償
却
を
検
討
し
て
く
る
と
、
そ
れ
は
わ

が
国
の
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
産
業
政
策
に
よ
る
利
益
留
保
、
さ
ら
に
銀
行
か
ら
の
借
入
金
、
増
資
と
一
体
と
な
っ
て
、
企
業
の
蓄
積

計
画
、
具
体
的
に
は
設
備
投
資
計
画
に
規
定
さ
れ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

(
お
)
過
大
償
却
に
よ
る
減
価
償
却
資
金
の
拡
大
の
効
果
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
減
価
償
却
制
度
と
資
本
書
積
構
造
」
(
『
経
済
』
一
九
八
三
年

五
月
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五

自
動
車
産
業
の
合
理
化

ト
ヨ
夕
、
日
産
自
動
車
で
は
、
減
価
償
却
を
中
心
と
す
る
多
額
な
自
己
資
金
の
創
出
に
よ
っ
て
、
設
備
投
資
さ
ら
に
は
関
連
会
社
等
へ

の
投
資
等
を
実
施
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
設
備
投
資
等
が
、
自
動
車
企
業
の
合
理
化
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
よ
う
。
こ
の
た
め
、
ト
ヨ
タ
商
工
、
日
産
自
動
車
の
合
理
化
の
分
析
と
と
も
に
、
自
動
車
企
莱
の
高

収
益
体
制
の
実
現
に
重
要
な
校
割
を
は
た
し
た
自
動
車
部
品
製
造
業
の
実
態
を
も
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ωト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
合
理
化

ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
資
本
利
益
率
等
の
状
況
を
第
幻
表
に
よ
っ
て
、
ま
ず
検
討
し
よ
う
。
第
幻
表
に
よ
る
と
、
公
表
の
資
本

利
益
率
は
、
ト
ヨ
タ
自
工
で
は
、
昭
和
二
九
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
乗
用
車
工
薬
発
展
の
準
備
期
さ
ら
に
量
産
体
制
の
確
立
期
を
遅
し

て
、
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
の
値
を
実
現
し
て
き
た
。
昭
和
四
六
年
以
降
の
輸
出
の
拡
大
期
ま
た
石
油
危
機
以
降
期
に
は
若
干
低
下
し

た
と
は
い
え
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
資
本
利
益
率
を
実
現
し
て
き
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
自
工
で
は
一
貫
し
て
き
わ
め
て
高
水
準
の
資
本
利

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

。



日産の利益率の推移トヨタ，第21表

立
教
経
済
学
研
究
一
一
一
七
巻
二
号
〈
一
九
八
三
年
〉

車

本
率転

資
問

上
率益%一

世
冗
利

j-
示
率
一

一、、ノ一

一
益
Mm
一

百
瞳
』
菩
n-

一

一
本
率
一
;

一
一
。
，
“

転
資
図

上
率益

労

売
利

本
率益

wm

資
利

1.1 

0.9 

動自産日ヱ自タヨト

度

(昭和〕

8.2 

6.8 2. 1 

8.8 

11. 7 

25.2 

25.6 

20.4 

27年上期

下

1.1 1.6 1.8 11.1 上28 

0.9 9.8 1.9 11. 3 22.0 下

0.8 8.0 6.5 Q
d
 

1
4
 

8.9 ヴ

d

A

佳

•• 巧

i

d

佳

守
t

-

4

1

ム

上29 

0.5 6.2 3.4 1.6 8.8 下

0.5 7.4 4.3 1.5 7.6 12.0 上30 

0.6 6.4 4.0 1.4 9.0 13.3 下

O. 7 9.0 ! 

8.3 

6.6 1.8 11. 2 21.1 よ31 

0.8 6.8 2.2 10.9 24.5 下

0.7 7.2 5.5 2.4 

2.3 

9.4 23.1 上32 

0.6 

0.8 

6.0 3. 7 10.1 23.2 下

7.5 6.2 2.0 9.6 19.9 上33 

0.9 9.6 9.0 10.7 19.7 下

0.9 11.8 10.9 13.0 

12.7 

26.9 上34 

1.1 

1
4

唱

i

•• 唱
E
企

喝

E
A

10.2 11. 3 

14.1 11. 5 

10.7 

27.7 

22.9 

下

よ

下

35 

15.6 21. 0 

1.1 

1.1 

13.6 16.1 ハ
切

ν
• 司

3
ム10.6 20.8 よ36 

}
O
一一一

11.8 13.5 1.6 11. 2 18.6 下

1.0 12.8 13.2 1.6 12.0 19.9 上37 

1.0 12.8 13.0 1.4 12.3 18.0 下

0.9 

0.9 

14.4 

13.2 

13.5 

12.9 

1.6 

1.4 

14.9 

14.0 

23.7 

19.5 

上

下

38 



トヨタ自ヱ | 日産自動車

(鵬了 l草急車l需品|書転童書益事|需品|自転室
|(%) I (銘〉仰〈労〉

39年上期 21. 1 I 14.2 I 1. 4 I 10. 7 I 11. 5 I o. 9 I 

下 18.61 13.01 1.41 7.61 9.31 0.8 

40 上 17.71 11.9 1 1. 4 1 6.3 1 8.3 1 0.7 
!下 14.5 1 10. 2 1 1. 4 1 6.9 1 8. 7 i O. 7 

41 上~~.: I _:. ~ ! ~. ~ I ~. ~ I :. ~ I ~.: 
下 19.9I 12.3 I 1. 6 i 7.7 I 7.7 I 0.9 

42 上 20・7111・61 1・71 8・6! 8・31 1. 0 
下 23.3I 12.8 I 1.8 I 7.9 7.31 1.0 

43 上 20.7 10.7 1 1. 9 1 7.9 i 7.4 1 1. 0 

下 19.6 10.2 I 1. 9 ! 7.9 I 7.2 1 1. 0 
44 上 22.11 10.6! 2.0 i 7.4 7.11 1.0 

下 21.51 10.31 2.01 7.91 7.51 1.0 

45 上 19.91 10.31 1.91 7.71 7.51 1.0! 

下 16.31 8.4 1 1. 9 1 7.2 1 7.1 1 1. 0 

46 上 16.2I 8.2 1 1. 9 i 6.9 . 6.4 1 1. 0 

下 17.6! 8.7! 2.0 i 9.2 7.91 1.1 
47 上 17.2! 9.11 1.9! 9.2[ 7.31 1.2 

下 16.21 8.8 1 1. 8 1 9.2 1 7.2 I 1. 2 

48 上 16.91 9.2 1 1. 8 1 8.0 1 6.2 1 1. 3 
下 12.91 6.9. 1 1. 8 1 4.6 1 3.7 1 1. 2 

49 上 5・2M 19 119M12|

1 下 4・9 幻1.913.21 2.41 1.31 

~.~ I ~.~ I 
51 18・:I :.: i :・9I 11・21 7・51 1・5
52 17.9 i 9.2 1 1. 9 1 9.7 I 6.2.1 1. 5 
53 15.2 7.6 2.0 I 7.9 . 5.2 I 1.5 

54 13.7 i 7.1 ! 1.9 I 10.7 6.7 1 1. 6 
55 16.9 I 8.8 ! 1. 9 9.3 ! 5.5 1 1. 6 

56 12.5 I 6.4 I 1. 9 8.4 5.5 I 1. 5 

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
(
二
・
完
)

一O
三

(1) 依局総資本，経常利益，売上高についての値である。

(2) 第6表より作表。

注
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教
経
済
学
研
究
三
七
巻
二
号
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一
九
八
三
年
)

一O
四

益
率
を
実
現
し
て
い
る
。

以
上
の
資
本
利
益
の
実
現
を
、
資
本
回
転
率
と
売
上
高
利
益
率
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
。
ま
ず
資
本
回
転
率
の
状
況
を
み
る
と
、
乗
用

車
生
産
発
展
の
準
備
期
に
は
二
回
あ
ま
り
の
回
転
を
維
持
し
て
い
た
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
高
水
準
の
設
備
投
資
の
実
施
に
よ
っ
て
量
産

体
制
の
確
立
す
る
昭
和
三
六
年
以
降
は
資
本
回
転
率
が
一
・
五
回
あ
ま
り
に
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
昭
和
四
三
年
頃
に
は
売
上

高
の
急
速
な
増
大
に
よ
っ
て
回
転
率
は
従
来
の
水
準
の
二
回
に
回
復
し
、
そ
の
後
は
こ
の
高
い
回
転
率
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
回

転
率
の
推
移
に
対
応
し
て
、
売
上
高
利
益
率
は
、
回
転
率
の
低
下
し
た
昭
和
三
七
年
頃
に
は
高
水
準
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
新
設

工
場
の
建
設
に
と
も
な
う
回
転
率
の
低
下
に
そ
な
え
て
、
後
に
指
摘
す
る
下
請
企
業
か
ら
の
部
品
価
格
の
買
い
た
た
き
等
に
よ
る
コ
ス
ト

-
ダ
ウ
ン
に
も
と
づ
く
大
幅
な
利
益
を
確
保
す
る
価
格
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
水
準
の
資
本
利
益
率
を
実
現
し
た
。
昭
和

四
九
年
の
石
油
危
機
に
よ
る
売
上
高
の
縮
小
し
た
時
期
に
は
一
時
的
に
売
上
高
利
益
率
が
低
下
し
て
い
る
と
は
い
え
、
昭
和
四
五
年
頃
よ

り
の
急
速
な
売
上
高
の
増
大
に
よ
っ
て
、
高
度
経
済
成
長
期
に
比
べ
て
若
干
低
い
水
準
に
あ
る
と
は
い
え
入

i
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
売
上
高

利
益
率
を
実
現
し
て
い
る
。
昭
和
四
六
年
以
降
の
売
上
高
利
益
率
の
低
下
は
、
わ
が
国
経
済
の
成
長
率
の
低
下
の
も
と
で
、
操
業
度
を
維

持
す
る
た
め
自
動
車
の
輸
出
割
合
を
急
速
に
増
大
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
相
対
的
に
価
格
水
準
を
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
状
況
、
ま
た

部
品
価
格
の
上
昇
等
に
よ
る
製
造
原
価
の
上
昇
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
工
の
回
転
率
、
売
上
高
利
益
率
の
状
況
を
分
析
し
て
く
る
と
、
高
度
経
済
成
長
期
で
の
専
用
工
場
の
建
設
に
よ
る
合
理
化
に

よ
っ
て
量
産
体
制
を
確
立
し
て
大
幅
な
売
上
高
を
実
現
し
、
さ
ら
に
こ
の
売
上
高
の
増
大
は
海
外
市
場
へ
の
進
出
に
発
展
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
売
上
高
利
益
率
が
低
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
資
本
回
転
率
を
高
水
準
に
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
貫
し
た
高
水
準
の
資
本
利

益
率
を
実
現
し
て
き
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。



つ
ぎ
に
第
幻
表
に
よ
っ
て
日
産
自
動
車
の
資
本
利
益
率
の
状
況
を
検
討
す
る
。
日
産
自
動
車
で
は
量
産
体
制
へ
の
準
備
期
か
ら
確
立
期

に
か
け
て
急
速
に
資
本
利
益
率
が
上
昇
し
、
昭
和
三
六
年
頃
に
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
の
値
を
実
現
し
た
。
そ
し
て
こ
の
水
準
を
昭

和
四

O
年
頃
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
利
益
率
は
低
下
し
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
推
移
し
て
き
て
お
り
、
近
年
再
び
一

O
パ
i

セ
ン
ト
前
後
に
上
昇
し
て
い
る
。
日
産
自
動
車
で
は
全
般
的
に
ト
ヨ
タ
自
工
に
比
較
し
て
低
水
準
の
利
益
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
ト
ヨ
タ
自
工
が
販
売
活
動
を
そ
の
営
業
に
含
ん
で
い
な
い
こ
と
等
も
あ
っ
て
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
全
般
的
に
は

ト
ヨ
タ
自
工
に
対
し
て
低
水
準
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
利
益
率
の
状
況
を
回
転
率
と
売
上
高
利
益
率
に
分

解
し
て
検
討
す
る
と
、
前
述
の
ト
ヨ
タ
自
工
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
指
摘
し
た
昭
和
三
五
年

頃
の
新
鋭
工
場
の
建
設
に
よ
っ
て
一
時
的
に
資
本
回
転
率
が
低
下
す
る
の
に
対
応
し
て
、
部
品
価
格
の
買
い
た
た
き
等
に
よ
る
コ
ス
ト
・

ダ
ウ
ン
に
と
も
な
っ
て
、
販
売
価
格
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
大
幅
な
利
益
を
確
保
す
る
高
価
格
政
策
に
よ
っ
て
売
上
高
利
益
率

を
上
昇
さ
せ
、
資
本
利
益
率
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
状
況
を
検
討
す
る
と
乗
用
車
の
輸
出
が
急
速
に
拡
大
し
た
田
和
四
六
年
頃
よ

り
資
本
回
転
率
が
着
実
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
輸
出
の
拡
大
に
よ
っ
て
売
上
高
が
急
速
に
増
大
し
た
時
期
で
あ
っ
て
、
回
転

率
の
上
昇
が
、
こ
の
売
上
の
増
大
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
売
上
高
の
増
太
に
と
も
な
う
資
本
回
転
率
の
上
昇
に
対
応
し
て
、

一
方
で
は
売
上
高
利
益
率
が
次
第
に
低
下
し
て
き

た
。
す
な
わ
ち
、
量
産
体
制
の
確
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
と
く
に
石
油
危
機
以
降
の
部
品
、
原
材
料
等
の
上
昇
に
よ
る
製
造
原
価
の
上
昇
、

さ
ら
に
輸
出
の
た
め
に
相
対
的
に
利
幅
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
も
と
で
、
売
上
高
利
益
率
が
低
下
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
を
売

上
高
増
大
に
と
も
な
う
資
本
回
転
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
石
油
危
機
以
降
に
は
、
資
本

利
益
率
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
も
の
高
水
準
を
確
保
し
た
。

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

一O
五



1人当売上高の推移労働装備率，第22表

立
教
経
済
学
研
究
三
七
巻
二
号
(
一
九
八
三
年
〉

事

従だ数品21AA五|従台数lbilaaA
動白産日工自タヨ

ーも

度年

〈昭和)

0.9 1.3 0.3 5，228 27年上期
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上
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1.5 0.9 
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2.5 1.1 
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2.4 
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下
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ヨ タ 自工 日産自動車

年 度

従業(人員〉数 1労装100備万円働率〉|||(売1100人上万円高当〉 従業賊 1bE11γ(昭和〉 (人) I (lOO7JP3) I (売100万円高〉

39年上期 14，641 5.6 7.4 20，047 3.5 5.3 

下 16，862 5.5 6.5 21，248 、3.7 5.0 

40 上 18，634 5.6 6.6 22，052 4.6 4. 7 

下 19，220 6.2 6.4 22，591 5.4 4.8 

41 上 21，350 6.0 6.3 31，993 4.0 4.0 

下 21，615 6.7 7.2 34，443 4.2 5.0 

42 よ 24，912 6.4 7.3 37，032 4. 1 5.2 

下 25，280 7.2 8.6 40，174 4.1 5.6 

43 上 29， 127 7.3 8..6 43， 750 4.3 5.9 

下 29，316 8.4 ! 9.4 46，307 4. 7 6.3 

44 上 32，842 8.2 10.3 44，547 I 5.3 7.0 

下 32，589 9.1 11.9 47，454 5.4 7.4 

45 上 35，308 9.4 11. 2 45，906 6.0 8.3 

下 35，237 11.5 12.5 48，642 6.1 8.5 

46 上 10.8 48，447 7.0 9.5 

下 39，912 11.5 13.6 50，464 7.3 10.3 

47 上 41，426 i 13.0 51，170 7.5 11.1 

下 40，571 11. 7 14.4 51，430 7.9 11. 7 

48 上 42，542 11. 8 15.2 51，365 8.4 12.5 

下 42，921 12.8 15.8 50，806 9.1 12.3 

49 上 44，257 13.7 15.2 '51，261 12.8 

下 44，913 14.8 17.7 51，651 10.4 14.8 

50 44，617 15.1 40.5 51，496 10.8 34.3 

51 44，507 15.8 44.8 52，397 11.1 38.6 

52 44，833 17.0 51.0 54，455 11.9 41. 2 

53 45，238 19.5 57.8 55， 793 13.0 41. 3 

54 45，267 21. 4 61. 9 56，747 14.4 48.2 

55 47，103 22.0 70.2 56，332 15.9 53.5 

56 48，796 25.9 71.8 57，848 17.2 55.2 

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
(
ニ
・
完
〉

(1) 1"労働装備率Jは，第7，10， 12， 15表の有形画定資産〈土地，建設仮勘定をの

ぞく〉の取得価額による。売上高は第6表による。

(2) 1"従業員数Jは， w企業経蛍の分析H三菱総合研究所)， w四十年夫H豊田自動

織機製作所)， !i'日産自動車三十年史』の値による， 日産自動車の昭和37年以前は

100人未満切捨の概数である。

注

一O
七



立
教
経
済
学
研
究
コ
一
七
巻
二
号
ハ
一
九
八
三
年
〉

一
O
八

ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
資
本
利
益
率
、
資
本
回
転
率
、
売
上
高
利
益
率
の
状
況
を
検
討
し
て
く
る
と
、
量
産
体
制
の
確
立
期

に
、
製
造
原
価
の
低
減
に
よ
る
高
水
準
の
売
上
高
利
益
率
を
実
現
し
、
さ
ら
に
量
産
体
制
の
も
と
で
売
上
高
を
急
速
に
拡
大
し
、
資
本
の

回
転
を
高
水
準
に
維
持
し
て
き
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。

以
上
の
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
合
理
化
の
実
態
を
、
労
働
者
数
の
推
移
と
売
上
高
、
有
形
固
定
資
産
(
取
得
価
額
)
の
推
移
と

の
関
連
で
あ
と
づ
け
よ
う
。
こ
の
た
め
、
第
辺
表
に
一
人
当
売
上
高
お
よ
び
労
働
装
備
率
の
状
況
を
示
す
。
な
お
売
上
高
の
状
況
に
つ
い

て
は
第
6
表
に
、
有
形
回
定
資
崖
(
取
得
価
額
)
に
つ
い
て
は
第
7
、
日
、
ロ
、
日
表
に
示
し
た
値
に
よ
る
。

ま
ず
、
ト
ヨ
タ
自
工
の
状
況
を
検
討
す
る
と
、
有
形
固
定
資
産
、
売
上
高
は
一
貫
し
て
増
大
し
て
い
る
が
と
く
に
昭
和
四
二
年
、
四
三

年
頃
よ
り
急
速
に
増
大
し
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
数
は
昭
和
四
二
年
、
四
三
年
頃
か
ら
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
い
な

ぃ
。
こ
の
た
め
、
第
幻
表
に
よ
る
と
、
と
く
に
専
用
工
場
の
稼
働
が
本
格
的
に
始
ま
る
昭
和
四
二
年
、
四
三
年
頃
よ
り
、

一
人
当
売
上

高
、
労
働
装
備
卒
が
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
。
労
働
装
備
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
四

O
年
上
期
に
五
・
六
百
万
円
、
昭
和
五

O
年
に

は
一
五
・
一
百
万
円
に
も
上
昇
し
、
昭
和
五
六
年
に
は
二
五
・
九
百
万
円
に
も
な
っ
た
。
ま
た
一
人
当
売
上
高
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四

O

年
に
は
年
率
二
ニ
・

O
百
万
円
か
ら
昭
和
五

O
年
に
は
四

0
・
五
百
万
円
さ
ら
に
昭
和
五
六
年
度
に
は
七
一
・
八
百
万
円
に
も
上
昇
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
労
働
装
備
率
、

一
人
当
売
上
高
の
上
昇
は
、
売
上
高
、
有
形
固
定
資
産
の
急
速
な
増
加
が
と
く
に
昭
和
四
六
年
以
降
は

労
働
者
数
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
以
上
の
状
況
は
、
日
産
自
動
車
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
日
同
様
で
あ
っ
た
。

労
働
装
備
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
因
。
年
上
期
に
ほ
四
・
六
百
万
円
、
昭
和
五

O
年
に
は
一

0
・
八
百
万
円
さ
ら
に
昭
和
五
六
年
に

は
一
七
・
二
百
万
円
に
も
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
一
人
当
売
上
高
の
状
況
を
み
る
と
、
昭
和
四

O
年
に
は
年
率
九
・
六
百
万
円
、
昭
和
主

O

年
に
は
三
四
・
三
百
万
円
、
昭
和
五
六
年
に
は
五
五
・
二
百
万
円
に
も
上
昇
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
労
働
装
備
率
、

一
人
当
売
上
高
の



よ
昇
は
、
日
産
自
動
車
で
は
昭
和
四
三
年
頃
よ
り
ほ
と
ん
ど
労
働
者
数
が
増
加
し
な
い
状
況
で
実
現
さ
れ
た
。
以
上
の
一
貫
し
た
労
働
装

備
率
、

一
人
当
り
売
上
高
の
上
昇
に
み
ら
れ
る
合
理
化
は
、
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
継
続
的
な
合
理
化
投
資
に
よ
っ
て
も
た

h

り
さ
れ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
昭
和
三

O
年
頃
か
ら
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
マ
シ
ン
等
の
導
入
に
よ
る
全
工
程
の
自
動

化
、
高
速
化
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
購
買
体
制
の
合
理
化
の
も
と
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
等
が
導
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
五
年

頃
か
ら
は
自
動
化
、
集
中
管
理
を
徹
底
さ
せ
た
専
門
工
場
の
建
設
に
よ
っ
て
量
産
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
近
年
で
は

N
C
工
作

機
械
や
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
、
自
動
化
が
飛
躍
的
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。
わ
が
国
自
動
車
企
業
が
、
こ
う
し
た
合
理
化
投
資
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
設
備
資
産
の
高
率
な
禄
働
を
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
大
幅
な
国
内
需
要
の
拡
大
に
よ
っ
て
ま
た
成
長
の
低
下
の
も

と
で
は
海
外
輸
出
に
よ
っ
て
維
持
し
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
設
備
資
産
の
稼
働
の
実
現
は
自

動
車
労
働
者
の
犠
牲
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
自
動
車
製
造
企
業
に
か
か
わ
る
合
理
化
と
な
ら
ん
で
、
量
産
体
制
の
確
立
に
よ
っ
て
実
現
し
た
留
保
利
益
を
関
連
子
会
社
等
に

投
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
莫
大
な
投
資
利
益
を
実
現
し
、
資
本
の
蓄
積
を
進
め
て
い
る
側
面
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
お
表
に

よ
っ
て
営
業
外
損
益
(
営
業
外
収
益
と
営
業
外
費
用
の
差
額
)
と
経
常
利
益
の
状
況
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
ト
ヨ
タ
自
工
の
状
況

を
み
る
と
、
経
常
利
益
に
対
す
る
営
業
外
損
益
の
割
合
は
、
量
産
体
制
が
確
立
さ
れ
た
昭
和
三
六
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
は
、
七

t
八

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
六
年
以
降
は
、
急
速
に
増
大
し
て
き
た
。
と
く
に
近
年
の
状
況
を
み
る
と
、
ニ

O
t三
O
パ
l

セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
営
業
外
損
益
の
拡
大
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
投
資
利
益
の
拡
大
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
ト
ヨ
タ
自
工
で
は
、
量
産
体
制
が
確
立
さ
れ
て
以
降
、
設
備
投
資
の
増
加
率
が
縮
小
し
、
関
連
子
会
社
等
へ
の
投
資
を
急
速
に
増

大
さ
せ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却

C
7
完
)

一O
九
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ま
た
、
日
産
自
動
車
に
つ
い
て
も
、
昭
和
三
六
年
か
ら
昭
和
四
五
年
に
か
け
て
は
、
営
業
外
費
用
が
営
業
外
収
益
を
上
回
り
営
業
外
損

益
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
設
備
投
資
の
拡
大
が
相
対
的
に
低
下
し
た
の
に
対
応
し
て
、
営
業
外
収
益
が
拡

大
し
、
営
業
外
損
益
は
プ
ラ
ス
と
な
り
、
近
年
で
は
経
常
利
益
に
対
す
る
営
業
外
損
益
の
割
合
は
、
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
も
上
昇
し

て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
で
は
、
合
理
化
投
資
の
継
続
に
よ
っ
て
量
産
体
制
を
確
立
し
、
そ
の
高
率
な
稼
働
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
高
収
益
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
設
備
投
資
の
低
下
す
る
の
に
と
も
な
い
多
額
な
投
資
利
益
を
確
保
し
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な

高
率
な
資
本
利
益
率
を
実
現
し
て
き
た
。
以
上
の
よ
う
な
自
動
車
企
業
の
高
収
益
体
制
の
実
現
に
は
自
動
車
部
品
企
業
が
重
要
な
役
割
を

は
た
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
状
況
を
分
析
し
よ
う
。

川
部
品
製
造
企
業
の
実
態

自
動
車
企
業
の
強
蓄
積
に
と
っ
て
、
自
動
車
部
品
製
造
企
業
の
合
理
化
と
量
産
体
制
の
確
立
が
不
可
欠
な
内
容
で
あ
っ
た
。
部
品
製
造

企
業
で
の
部
品
価
格
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
と
品
質
向
上
が
、
わ
が
国
の
自
動
車
工
業
の
発
展
を
支
え
た
こ
と
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な

L、。
わ
が
圏
自
動
車
工
業
で
の
部
品
製
造
工
業
の
確
立
は
、
政
府
の
政
策
的
な
育
成
措
置
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。
な
か
で
も
、
昭
和

三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
機
械
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
(
以
下
機
振
法
と
す
る
)
に
よ
っ
て
、
そ
の
基
盤
が
計
画
的
に
備
え
ら
れ
た
。
機
振

法
で
は
、

ω合
理
化
計
画
に
よ
る
部
品
工
業
の
設
備
投
資
に
対
す
る
外
資
の
割
当
、
同
特
定
企
業
に
対
す
る
技
術
提
携
の
許
可
、
付
専
門

企
業
の
育
成
、
同
集
中
生
産
体
制
の
確
立
、
例
規
格
統
一
の
推
進
な
ど
が
効
果
的
に
運
用
さ
れ
、
自
動
車
部
品
工
業
の
基
礎
が
確
立
さ
れ

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
つ
了
完
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第24表機械工業振興臨時措置法の融資推移

i年度|推せん額(万円)1 備 考

第

3 

次

次

2 

ハ
mm〉

た
と
い
う
。
と
く
に
当
時
の
自
動
車
部
品
工
業
に
と
っ
て
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
っ
た
品
質
向
上
、

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
。

コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
、
量
産
化
の
推
進

っ
こ
の
た
め
、
昭
和
三
五
年
度
末
を
目
標
と
し
た
第
一
次
機
振
法
、
さ
ら
に
引
続
く
昭
和
四

0
年
度
を
目
標
と

し
た
第
二
次
機
振
法
の
も
と
で
、
専
門
量
産
体
制
の
確
立
、
品
質
性
能
の
向
上
お
よ
び
コ
ス
ト
引
下
げ
を
主
目
的
と
し
た
生
産
体
制
の
整

備
が
促
進
さ
れ
た
」
。

さ
ら
に
昭
和
四
一
年
か
ら
第
三
次
機
振
法
に
よ
る
育
成
政
策
が
五
カ
年
計
画
で
進
め
ら
れ
、
部
品
企
業
相
互
間
の



提
携
、
合
併
の
も
と
で
生
産
体
制
は
一
段
と
強
化
さ
れ
た
。

第

M
表
に
よ
っ
て
機
振
法
に
も
と
づ
く
部
品
企
業
へ
の
融
資
推
せ
ん
実
績
の
状
況
を
み
る
と
、
と
く
に
第
二
次
、
第
三
次
の
時
期
を
中

心
に
多
額
な
融
資
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
融
資
に
お
い
て
は
、

(
お
)

の
利
子
率
相
場
に
二

t
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
安
い
利
子
と
な
っ
て
い
る
」
。

「
貸
出
利
率
は
時
期
的
な
変
化
は
あ
る
が
、

一
般
市
場

γ
つ
し
た
融
資
が
、

と
く
に
日
本
開
発
銀
行
に
よ
っ
て
な
さ

れ
、
大
手
部
品
企
業
を
中
心
に
、
中
堅
的
部
品
企
業
の
合
理
化
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
六
年
三
月
末
に
昭
和
五
二

年
度
ま
で
の
時
限
立
法
と
し
て
特
定
電
子
工
業
お
よ
び
特
定
機
械
工
業
振
興
臨
時
措
置
法
(
機
電
法
)
が
制
定
さ
れ
、
白
動
車
部
品
工
業

第25表特定電子工業および特定機械工業振興

臨時措置法に伴う融資推移
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自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

の
新
製
品
の
開
発
、
生
産
技
術
の
向
上
の
た
め
政
策
が
展
開
さ
れ

た
。
第
お
表
に
よ
る
と
機
振
法
に
引
き
続
い
て
、
機
電
法
の
も
と

で
、
わ
が
国
自
動
車
部
品
工
業
の
合
理
化
の
た
め
に
積
極
的
な
融

資
が
展
嗣
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
昭
和
五
三
年
か
ら
は

特
定
機
械
情
報
産
業
振
興
臨
時
措
置
法
(
機
情
法
)

に
受
継
が

れ
、
そ
の
合
理
化
の
た
め
の
融
資
が
な
さ
れ
て
い
る
。

自
動
車
工
業
の
拡
大
は
、
国
家
資
金
を
基
礎
と
し
て
自
動
車
企

業
と
部
品
企
業
が
一
体
と
な
っ
た
合
理
化
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

合
理
化
の
結
果
、
自
動
車
生
産
に
お
け
る
生
産
性
は
急
速
に
上
昇

し
た
。
こ
の
間
の
状
況
を
第
部
表
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
第
お
表
は
、

わ
が
国
自
動
車
企
業
の
量
産
体
制
の
中
心
と
な
っ
た
小
型
乗
用
車

一
一一一一
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a句

ta-

一
一
四

の
生
産
工
程
別
一
ム
口
当
り
に
要
し
た
直
接
労
働
時
間
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
全
体
的
に
昭
和
三
七
年
当
時
の
水
準
に
比
べ
て
、
所
要
労
働
時
聞
は
昭
和
五
五

年
に
は
三
分
の
一
以
下
の
水
準
に
低
下
し
た
。
と
く
に
、
昭
和
四

O
年
の
乗
用
車
の
自
由
化

の
前
後
に
は
、
き
わ
め
て
急
速
に
所
要
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。

生
産
性
の
上
昇
は
、
昭
和
四

O
年
前
後
に
は
と
く
に
組
立
工
程
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
五
年
以
降
に
は
、
以
上
の
組
立
工
程
で
の
所
要
労
働
時
間
の
短
縮
に
加

え
て
、
材
料
加
工
で
の
短
縮
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

わ
が
国
自
動
車
工
業
で
は
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
部
品
工
業
の
占
め
る
役
割
が
大
き

く
、
部
品
企
業
と
一
体
と
な
っ
た
生
産
工
程
の
合
理
化
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
す
で
に
指
摘

し
た
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
高
収
益
体
制
の
確
立
は
、
機
振
法
を
中
心
と
す
る
国
家

資
金
の
集
中
的
な
扶
入
に
よ
る
部
品
工
業
の
合
理
化
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
部
品
工
菜
の
合
理
化
は
、
自
動
車
企
業
に
と
っ
て
は
、
多
額
な
-
設
備
投
資
の
負
担

を
の
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
を
節
約
す
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
と
と
も
に
、
部
品
工
業

の
低
賃
金
の
利
用
等
に
よ
る
自
動
車
部
品
の
購
入
価
額
の
買
い
た
た
き
と
安
定
確
保
を
実
現

し
た
。と

こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
自
動
車
工
業
で
は
、
部
品
工
業
か
ら
の
購
入
部
品
の
占
め
る
割
合
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が
き
わ
め
て
高
い
。
例
え
ば
、
ト
ヨ
タ
自
工
の
昭
和
五
六
年
六
月
決
算
の
有
価
証
券
報
告
書

は
次
め
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
白
動
車
は
大
小
数
千
点
の
部
分
品
か
ら
組
立
て
ら
れ
、

15.5 13. 7 14.4 15.3 材型

力日

組

そ
の
種
類
も
用
途
に
よ
り
多
種
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
品
の
す
べ
て
を
製
造
す
る

」
と
は
、
膨
大
な
設
備
と
資
本
を
必
要
と
す
る
の
で
、

当
社
に
お
い
て
は
主
要
部
分
品
(
例

械

粗

組

総

え
ば
、
シ
リ
ン
ダ
ー
プ
ロ
ッ
ク
、
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
、
カ
ム
シ
ャ
フ
ド
、
各
種
ギ
ヤ
1
、
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
ロ
ン
ト
ア
ク
ス
ル
、
リ
ヤ
ア
ク
ス
ル
、
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
、

フ
レ
ー
ム
、
乗
用
車

機

の
ボ
デ
l
等
)
を
自
家
製
造
し
、

そ
の
他
の
部
分
品
(
例
え
ば
、
電
装
品
、

ス
プ
リ
ン
グ
、
タ
イ

ャ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
乗
用
車
ボ
デ
I
室
内
調
度
品
、
ト
ラ
ッ
ク
の
ボ
デ
l
等
)
を
関
連
産
業
及
び
協

力
会
社
に
外
注
し
て
車
両
を
組
立
て
て
い
る
。
(
中
略
)
な
お
、
外
在
依
存
度
合
は
、

原
価
の
構
成
割
合
か
ら
み
る
と
、
乗
用
車
一
台
当
り
約
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
」
。

製
造

す

な

わ
ち
、
ト
ヨ
タ
白
エ
で
は
莫
大
な
設
備
、
資
本
の
節
約
の
見
地
か
ら
、
き
わ
め
て
大
幅
に
下

請
系
列
企
業
か
ら
の
部
品
購
入
に
依
存
し
て
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
以
上
の
情
況
は
、
臼
産

自
動
車
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
や
は
り
、

「
外
注
依
存
の
度
合
を
小
型
車
一
台
当
り

ハ
お
)

の
製
造
原
価
に
つ
い
て
み
る
と
約
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
」
と
い
う
。

自
動
車
工
業
で
の
外
注
依
存
度
が
高
率
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
動
車
工
業
で
の
合
理

化
が
、
自
動
車
企
莱
と
部
品
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
進
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
す
で
に
指
摘
し
た
機
振
法
、
機
電
法
に
も
と
づ
く
下
請
部
品
企
業
の
合
理
化
は
、

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉

一
一
五
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『自動車部品工業の現状と問題点~ (中小企業センタ
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82.8 88.9 94.0 100 

注 『日本の自動車工業 '66年版~，

一， 1968年)100ページ。

くわ窓

一
一
六

自
動
車
企
業
の
合
理
化
に
歩
調
を

合
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
自
動
車
工
業
は
、

ロ
ッ
ト
生

産
か
ら
流
れ
生
産
に
生
産
体
制
を

転
換
し
、
部
品
購
買
方
式
も
ス
l

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
を
採
用
し

た。

「
そ
れ
は
部
品
工
業
か
ら
み

れ
ば
、
自
動
車
工
業
の
流
れ
生
産

体
制
に
組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
を
意

味
し
、
生
産
方
式
を
大
量
生
産
方

式
に
切
り
換
え
ざ
る
を
得
な
い
状

て態
L、〈に

た邑追
L瓦い

ま
れ

Tこ

と
を
刀て

し

」
の
場
合
、
部
品
企
業
か
ら
の

部
品
購
入
は
、
自
動
車
企
業
か
ら

の
購
入
価
格
の
引
下
げ
に
と
も
な

う
自
動
車
原
価
の
引
下
げ
の
た
め



に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。
と
く
に
、
国
内
の
自
動
車
市
場
で
の
競
争
激
化
さ
ら
に
貿
易
、
資
本
の
自
由
化
に
そ
な
え
た
原
価
引
下
げ

の
た
め
に
、
部
品
購
入
価
格
の
引
下
げ
が
下
請
企
業
に
強
制
さ
れ
た
。
第
幻
表
に
よ
っ
て
、
主
要
部
品
の
価
格
の
推
移
を
み
る
と
、
三
五

年
度
末
を
一

O
Oと
し
て
三
九
年
度
末
に
お
け
る
部
品
単
価
低
下
率
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
上
げ
る
と
、
警
音
器
六
六
・
五
、
軸
受
メ

タ
ル
六
人
・

O
、
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ

l
パ
I
六
八
・
五
、
点
火
プ
ラ
グ
七

0
・
0
、
窓
ふ
き
七

0
・
五
等
と
な
っ
て
お
り
、
各
部
品
と
も

大
略
ニ

O
t三
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
な
価
格
引
き
下
げ
が
果
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
部
品
価
格
の
値
下
げ
は
、
自
動
車
企
業
で
あ
る
親
会
社
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
急
速

に
合
理
化
が
お
し
進
め
ら
れ
た
昭
和
三
二
年
後
半
頃
か
ら
は
、

「
親
会
社
の
設
定
す
る
材
料
価
格
、
工
数
、
ア
ワ

l
レ
l
ト
を
基
準
と
し

て
コ
ス
ト
が
割
り
出
さ
れ
る
コ
ス
ト
・
テ
ー
ブ
ル
方
式
に
切
り
替
え
ら
れ
、
部
品
メ
ー
カ
ー
へ
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
の
要
求
が
一
層
科
学

的
、
合
理
的
な
計
算
に
の
っ
て
行
な
わ
れ
、
し
か
も
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
の
幅
も
大
き
く
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
「
極
め
て
そ
の
態
度
は

ハお〉

厳
し
い
も
の
に
変
化
し
て
き
」
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
「
ト
ヨ
タ
自
動
車
関
係
の
部
品
メ
ー
カ
ー
を
と
れ
ば
、
三
一
年
か
ら
三
三
年
に
か

(

幻

〉

け
て
平
均
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
が
実
施
」
さ
れ
た
。

中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
は
自
動
車
工
業
の
部
品
工
業
に
対
す
る
部
品
単
価
引
下
げ
の
実
態
を
調
査
し
て
、
当
時
の
「
単
価
引
き
下
げ

(
叩
却
〉

の
要
請
は
か
な
り
一
方
的
・
非
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
「
価
格
引
き
下
げ
は

Q
・

c、

v
・
A
と
い
っ
た
技
術
指
導
と
一
体
と
な
っ
て
、
今
後
期
待
さ
れ
る
量
産
化
、
合
理
化
が
も
た
ら
す
効
果
に
見
合
う
低
下
幅
を
加
味
し

(
m叩
〉

た
、
い
わ
ば
先
行
さ
れ
た
形
で
実
施
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
部
品
工
業
に
と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
値
下
げ
の
強
要
の
も
と
で
部
品
企
業
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
お
表
に
よ
っ
て
使
用
総
資
本

規
模
別
の
自
動
車
部
品
企
業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
売
上
高
利
益
は
い
ず
れ
も
昭
和
三
五
年
以
降
一
貫
し
て
低
下
し
て
い
る
。

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

七
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一
一
八

と
く
に
ニ

O
億
円
未
満
の
規
模
で
は
一
一
分
の
一
あ
ま
り
の
水
準
に
ま

で
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
す
で
に
指
摘
し
た
第
幻
表
に
よ
っ

て
み
る
と
ト
ヨ
タ
自
主
で
は
売
上
高
利
益
率
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
と
な
っ
て
お
り
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
し
、
日
産
自
動
車
に
つ
い
て

も
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
高
水
準
を
維
持
し
て
い
た
。
ま
た
、
日

銀
の
『
主
要
企
業
経
営
分
析
』
で
の
主
要
一
四
社
の
自
動
車
企
業
に

つ
い
て
も
、
こ
の
時
期
の
売
上
高
利
益
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
一

O
パ

1
セ
ン
ト
前
後
の
値
を
実
現
し
て
い
た
。
自
動
車
企
業
が
高
収
益
を

実
現
し
て
い
た
時
期
に
、
部
品
企
業
は
傾
向
的
に
収
益
性
が
低
下
し

て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
下
請
部
品
企
業
の
部
品
価
格
の
値
下
げ
が
強

要
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

部
品
企
業
の
犠
牲
の
も
と
で
の
部
品
価
格
の
引
下
げ
は
、
自
動
車

ター， 1968) 97ページ。

企
業
に
と
っ
て
は
自
動
車
原
価
の
引
下
げ
の
た
め
の
主
要
な
要
因
に

な
っ
た
。
こ
の
間
の
状
況
を
富
山
和
夫
教
授
は
、
大
手
自
動
車
企
業

の
特
定
銘
柄
の
乗
用
車
製
造
コ
ス
ト
を
分
析
さ
れ
、
購
入
品
価
格
の

低
下
と
企
業
の
加
工
費
の
低
下
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
特
定
「
銘
柄
の
製
造
立
ス
ト
を
一
九
五
九
年
に
ま
で
き
か
の



第28表

使用総資本規t模

年

総売上高

売上原価

一般管理費

営業外差損

利益

使用総資本規模

(昭和〉度自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
つ
了
完
〉

ぼ
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
時
期
を
さ
か
の
ぼ
る
に
し
た
が
っ
て
、

製
造
コ
ス
ト
の
低
下
に
と
っ
て
購
入
品
費
と
加
工
費
と
い
う
一
一
つ
の

要
因
が
大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に

購
入
品
費
の
傾
向
的
な
値
下
が
在
日
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

一
九
五
九

年
ご
ろ
か
ら
一
九
六
五
年
ご
ろ
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
モ

デ
ル
変
更
に
と
も
な
う
立
上
り
時
期
か
ら
生
産
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

の
時
期
へ
か
け
て
の
加
エ
費
の
低
下
と
い
う
現
在
で
も
見
受
け
ら
れ

る
要
因
と
な
ら
ん
で
、
購
入
品
費
の
低
下
と
い
う
要
因
が
は
っ
き
り

と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
低
下
傾
向
は
き
わ
め
て
蒼
実
で
あ
る
。

(
改
行
〉
こ
れ
は
、
メ
ー
カ
ー
が
購
入
部
品
の
単
価
を
切
り
下
げ
て

い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
一
銘
柄
の
同
一
モ

デ
ル
に
部
品
を
供
給
し
つ
づ
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
購
入
品
費
が

低
下
し
た
(
中
略
)
か
ら
で
あ
る
。
」

す
で
に
指
摘
し
た
国
家
資
金
に
も
と
、
っ
く
部
品
企
業
の
合
理
化
に

よ
る
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
、
さ
ら
に
部
品
企
業
の
収
益
性
を
犠
牲
に
し

た
部
品
価
格
の
引
下
げ
じ
よ
っ
て
、
自
動
車
企
業
は
、
着
実
に
部
品

単
価
の
切
り
下
げ
を
実
現
し
て
き
た
。
自
動
車
企
業
の
高
収
益
体
制

一
一
九
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O

の
実
現
は
、
自
動
車
企
業
の
合
理
化
と
同
時
に
進
行
し
た
部
品
企
業
の
合
理
化
と
部
品
企
業
を
犠
牲
に
し
た
部
品
価
格
の
引
下
げ
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

す
で
に
指
摘
し
て
き
た
白
動
車
企
業
の
短
期
、
加
速
度
償
却
に
よ
る
強
蓄
積
は
以
上
の
産
業
構
造
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。

(
m
m
)

『
転
換
期
の
自
動
車
産
業
』
(
通
産
省
〉
九
0
ペ
ー
ジ
@

(
却
)
前
掲
書
、
九
一
ペ
ー
ジ
@

(
出
)
下
川
浩
一
「
白
本
に
お
け
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
部
品
メ
ー
カ
ー
関
係
と
そ
の
分
業
構
造
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
的
意
義
」

一
九
巻
二
号
、
三
七
ペ
ー
ジ
@

(
匁
〉
『
有
価
証
券
報
告
書
』
ト
ヨ
タ
自
工
、
昭
和
五
六
年
六
月
決
算
@

(
部
)
『
有
価
証
券
報
告
書
』
日
産
自
動
車
、
昭
和
五
七
年
三
月
決
算
。

(
川
品
)
『
自
動
車
部
品
工
業
の
現
状
と
問
題
点
』
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
一
九
六
八
年
、
九
五
ペ
ー
ジ
。

ハ
お
)
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
前
掲
書
、
一

0
0
ペ
ー
ジ
。

(
M
m
)

『
長
銀
謁
査
月
報
』
ぬ
花
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
前
掲
毒
園
、
一

o
oー一
O
)
べ
i
ジ

Q

(
釘
)
『
長
銀
調
査
月
報
』
恥
山
内
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
前
掲
書
、
一

O
二
ペ
ー
ジ
@

(
お
)
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
前
掲
書
、
一

O
二
ペ
ー
ジ
@

(
鈎
)
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
、
前
掲
書
、
一
つ
四
、
一

O
セ
ペ
!
ジ
@

(
的
叫
〉
富
山
和
夫
『
日
本
の
自
動
車
産
業
』
一
一
一
六

l
一
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

『
経
営
志
林
』
第

む
す
び
に
か
え
て

減
価
償
却
は
、
基
本
的
に
は
投
下
資
本
を
回
収
す
る
た
め
に
、
固
定
資
産
の
減
価
を
費
用
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
基
礎
を
お
く
。
し

か
し
な
が
ら
、
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
の
戦
前
、
戦
後
の
減
価
償
却
の
分
析
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
独
占
的
な
大
企
業
で
の
減
価
償



却
は
、
固
定
資
産
の
実
質
的
な
減
価
に
む
と
づ
く
会
計
学
上
の
減
価
償
却
計
算
と
は
ぽ
ど
と
お
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

戦
前
の
ト
ヨ
タ
自
工
、
ヂ
i
ゼ
ル
自
工
で
は
「
資
本
の
充
実
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
配
当
政
策
等
と
の
か
か
わ
り
で
き
わ
め
て
政
策
的

に
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
税
法
の
耐
周
年
数
の
短
縮
、
租
税
特
別
措
置
法
の
特
別
償
却
さ
ら
に
税
法
限

度
外
の
特
別
減
価
償
却
の
計
上
に
よ
っ
て
短
期
、
加
速
度
償
却
が
実
施
さ
れ
た
。
以
上
の
短
期
、
加
速
度
償
却
は
、
と
く
に
急
速
な
設
備

資
産
の
拡
大
の
も
と
で
は
、
会
計
理
論
に
も
と
づ
く
実
質
的
な
減
価
償
却
計
算
に
と
も
な
う
資
金
の
創
出
の
枠
を
超
え
て
、
企
業
の
諸
活

動
を
通
し
て
実
現
し
た
利
潤
を
費
用
化
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
利
潤
を
企
業
内
に
留
保
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
租
税
、
配
当
な
ど
の

制
約
を
う
け
ず
に
投
資
可
能
な
「
資
金
」
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車

で
は
急
速
な
設
備
資
産
の
拡
大
、
そ
の
設
備
資
産
の
短
期
、
加
速
度
償
却
、
さ
ら
に
償
却
資
金
の
即
時
的
な
設
備
資
産
へ
の
投
下
に
よ
る

設
備
資
産
の
よ
り
一
層
の
拡
大
が
高
度
経
済
成
長
期
に
実
現
さ
れ
た
。

短
期
、
加
速
度
償
却
に
よ
る
資
金
の
創
出
は
、
費
用
の
過
大
計
上
に
よ
る
利
潤
の
留
保
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
は
独
占
的
な

高
利
潤
の
獲
得
が
前
提
と
な
る
。
ト
ヨ
タ
自
工
、
日
産
自
動
車
で
は
、
貿
易
の
自
由
化
を
直
接
的
な
契
機
に
し
て
、
国
家
と
金
莱
が
一
体

と
な
っ
て
量
産
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
内
容
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う

ι自
動
化
、
集
中
管
理
を
と
も
な
う
専
用
工
場
の
建
設
で
あ

っ
て
、
こ
う
し
た
合
理
化
投
資
に
よ
っ
て
高
収
益
体
制
を
確
立
し
た
。
さ
ら
に
、
ι

自
動
車
企
業
の
高
収
益
実
現
の
た
め
に
は
、
製
造
原
価

の
な
か
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
購
入
部
品
価
格
の
引
下
げ
の
た
め
に
、
部
品
製
造
業
の
合
理
化
が
国
家
資
金
の
導
入
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
た
。
自
動
車
企
業
は
、
部
品
企
業
の
合
理
化
に
よ
る
部
品
原
価
の
引
下
げ
と
、
そ
の
購
入
価
格
の
買
い
た
た
き
に
よ
っ
て
、
乗
用
車
の

製
造
原
価
を
引
き
下
げ
た
。
自
動
車
企
業
は
、
企
業
内
の
合
理
化
と
同
時
に
部
品
企
業
を
合
理
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
収
益
体
制
を
確

立
し
、
独
占
的
な
高
利
潤
を
獲
得
し
て
、
こ
れ
を
基
礎
に
短
期
、
加
速
度
償
却
を
実
施
し
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は
自
動
車
需
要
の
拡

自
動
車
産
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉
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大
に
対
応
し
て
、
継
続
的
に
合
理
化
投
資
が
実
施
さ
れ
、
設
備
資
産
の
拡
大
に
と
も
な
う
減
価
償
却
資
金
の
拡
大
が
実
現
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
一
層
の
合
理
化
投
資
が
実
施
さ
れ
た
。

以
上
の
高
度
経
済
成
長
期
の
減
価
償
却
資
金
に
よ
る
設
備
資
産
の
拡
大
は
、
経
済
成
長
率
の
低
下
に
と
も
な
っ
て
破
綻
す
る
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
の
水
準
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
減
価
償
却
資
金
の
創
出
は
縮
小
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後

も
、
海
外
へ
の
輸
出
を
中
心
に
生
産
量
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
収
益
を
実
現
し
、
こ
れ
を
引
当
金
、
別
途
積
立
金
等
に
よ
っ
て
留

保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
金
を
確
保
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
、
関
連
子
会
社
等
へ
の
投
資
、
融
資
に
投
下
さ
れ
、
哲
夫
大
な
投
資
利
益
を

実
現
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
増
資
に
と
も
な
う
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強
蓄
積
を
進
め
て
い
る
。
短
期
、
加
速

度
償
却
に
よ
る
強
蓄
積
の
構
造
は
、
独
占
的
な
高
利
潤
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
設
備
投
資
の
水
準
が
低
下
す
る
こ
と

に
よ
一
っ
て
限
界
に
つ
き
あ
た
り
、
そ
れ
を
補
完
す
る
た
め
に
引
当
金
等
の
会
計
的
な
操
作
が
利
用
さ
れ
る
。

減
価
償
却
に
よ
る
独
占
的
高
利
調
の
留
保
は
、
引
当
金
等
に
よ
る
利
益
留
保
さ
ら
に
国
家
お
よ
び
銀
行
か
ら
の
借
入
金
、
株
式
発
行
と

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
の
取
得
に
よ
る
資
金
の
調
達
と
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
の
合
理
化
に
よ
る
独
占
高
的
利
潤
の
実
現
を
め
ざ
し
た
設

備
投
資
、
関
連
子
会
社
な
ど
へ
の
投
資
の
た
め
の
資
金
源
泉
と
し
て
機
能
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
分
析
し
て
く
る
と
、
今
日
の
独
占
的
な

大
企
業
の
実
施
す
る
減
価
償
却
の
分
析
は
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
に
つ
い
て
の
政
策
、
産
業
政
策
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
過
大
償
却
に
よ

る
蓄
積
の
計
画
、
具
体
的
に
は
設
備
投
資
と
資
金
の
確
保
の
計
画
と
の
関
連
で
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

(
申
冗
一
)




